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入院病棟用システム家具の生産能力増強
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　入院病棟の「床頭台（ベッドの横に備え付けられる家

具）」のニーズは近年変化しつつある。高齢化社会が進

むにつれ、老人ホームや介護施設からの需要も増加傾

向にある他、近年のプライベート重視、居住性の向上が

好まれる風潮から、より遮断性の高い間仕切り家具が

求められている。そのニーズの変化に伴い、家具の引き

出しの数が増えていることから、ダボ打ち機を導入し、

生産能力向上を図ることが必要不可欠となった。

Background of  efforts取組の背景

【作業向上】

　今回導入した「PNC 片面ボーリング・ダボ打ち機」

の作業は、担当者が簡単なマウス操作で機械を動かせ

ることができる。これまで職人技術が要されていたこ

の工程も機器を導入したことで特別な技術が不要と

なり、新入社員等、工場勤務に慣れていない社員でも

従事できる。そのため、品質管理や新商品開発など他

の仕事に従事できる時間を増加することができた。

【不良品発生率の低下】

　これまで手作業で行っていたため、穴開けのズレ

やボンドの注入量など、不良品発生率が17%になっ

ていたが、導入後は発生率が0.1%に激減。無駄なコ

ストを削減することができる上、より良い品を製造

することができる環境となった。

Ach i e v emen t事業の成果

　今後も病院だけでなく、在宅介護などさまざまな

シーンで需要が高まる傾向にある病棟家具。テレビは

もちろんパソコンなど使う人のライフスタイルに合わ

せた、より利便性の高い家具が求められている。その上

でも、今回の導入は合理化、生産性において効果が高

い。また、弊社の強みである塗装内製を生かし、他社と

の差別化を図ることで、今後は東日本への市場拡大も

視野に入れ、時代のニーズに合わせたより良い商品の

提供を目指す。さらに受注増加と共に収益増加、技術継

承、人材育成などにも注力を注いでいく。

　これまで弊社では、病棟用家具の引き出しを組み立

てる工程で、ダボを打ち込む業務を手作業で行ってき

た。まずダボ用の穴を開け、組立担当に運搬、穴にボ

ンドを注入、ダボを差し込む金槌で打ち込む４工程に

約１時間を要していた。３～４人がかりの作業の上、

正確な作業が求められること、熟練技術を要するこ

と、作業時の危険性などもあり、技術継承にも問題点

があった。しかし、ダボの打ち込み作業を自動化でき
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家具・装備品製造業

14名

木製品の加工、塗装、仕上げ等一貫生産

NCルーター、NCポーリングマシーン、NCランニング
ソー、エンドテノーナー、エッジバンダー、ワイドサン
ダー、ダボ打ち機、塗装機、組立機
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Implementation content事業の実施内容

Fu t u r e  p r o s p e c t s今後の展望

快適な社員食堂

　弊社は現在、医療、福祉等物件家具や店舗什
器家具などを主軸に、お客さまのニーズに寄
り添う商品作りを目指しています。社内に塗
装設備を持っていることもあり、曲線デザイ
ンの商品（けが防止、高級感など）を製作でき
る「一貫製造」を行えることが強みとなってい
ます。固有の技能を高め、安全な職場で安心安
定した品質を実現することを目指し、生産シ
ステムと社員の調和を図りながら、心を込め
て製造業務に従事しています。また環境保全
を推進し、地域との共生も大切にしている会
社です。職人が減少傾向にある時代だからこ
そ、その大切な技術を継承しながら新たな分
野も開拓し、老若男女が笑顔で楽しめる職場
作りを目指しております。

木の温もりを大切に、時代のニー
ズに合わせた商品づくりを展開し
たい。

日々の業務は体を動かし、集中する作業が多いため、少

しでも休憩中に従業員がリラックスできるスペースを

と、社長手作りの社員食堂を設置。男女別の空間があり、

ロッカールームや喫煙ルームも完備。働きやすい環境を

整えることで、従業員の意識もアップしている。
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【ゴミ削減】

　従来のダボ打ち作業では、ダボの穴あけの際に大量

の木くずが出ていたが、今回導入した機器は、穴あけと

同時に木くずを吸い込むため、機械回りを常に清潔に

保つことができる。その結果、清掃や拭き取りの作業が

減少し、業務の効率化を図れた。

る機械を導入することで、一ヶ所で作業を完結するこ

とができ、作業時間が大幅にダウンした。また、品質

向上にもつながった。

入院病棟用家具の製造過程において、これまで家具の引き出しの組立に用いるダボ（木材
接合部に使用する木製の棒）を打ち込む作業時間を費やしていたのが現状である。この状
況を打破するため、今回自動打ち機を導入することで、作業時間の削減と効率性を図った。 ▲PNC 片面ボーリング・ダボ打ち機


